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   Synopsis. The radioactive intensity of the rain water which fell on

Nagano-District from May 21, l954, to October 31, 1956, was measured with the

Radiation Counter (Model 32), rnanufactured at the Scientific Research

Institute, LTD., Tol<yo, Japan.

   IR order that the measttrernents were to be carried out accurately, the

Geiger-Mti11er counter tubes used in the measurements had beenexamined

carefully and their characteristics were studied in conformity with the

curves representing the relation between the applied voltage and counts per

minute of the radiation-ray. .
   The results of the measurements show that the radioactive intensity of

the rain water in Nagano-District considerably increased at certain periods

of time after the explosion experiments on the nuclear-missiles were made

on the coral-reeves in the South Pacific Ocean by U.S.A. and in Siberia or

its vicinity by U.S.S.R.. From the manner of the radioactive decay, it can

be concluded that the intensely increased radioactivity was not due to the

natural source, but to the artificial one.

   This paper is attached by numerical data on the measurements of the

radioactive intensity of the rain water in Nagano-District.
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生などの立揚から各府県においても，降雨，降雪，塵挨などの放射能の測定調査が要綱

されるに到ったQ

　この要請にもとづいて筆者も昭和29年春以来当地の降雨，降雪中の放射能り強さを継

続測定し，また必要に応じ降下する塵埃，飲料に供する天然水などの放射能の強さの測

定を行ってきた。こxにこれまでに野戦した結果の一部について報告する。ただ昭和29

年および昭和30年においては主に他からの要請にもとづいて測定したのみであるため，

第1表に見られるように測定の冊数は僅少である。しかしながら雨雪中の放射能に異常

が認められる可能性のある時期については大体断定を行ったつもりである。

2．　測定用試水の採取

　採水方法ならびに測定方法はだいたい学術会議の特別部会によって立案された「雨水

の放射能測定方法，ならびにその放射性物質の分析法の暫定案」を厚生省原爆症調査研

究協議会環境食下合圃部会において一応の案として採用した「雨水中の放射能測定法」

にもとづいた。しかしながら測定を続けている間に都合の悪いことも考えられたので次

の如く筆者は多少の変更をなした。

　採水には大型融瑛びきバット（3！cm　X36cm）を勢い，最初の問は採取量申から500cc，

あるいは1000ccを測定用試水として使用したが，後にはなるべく擦：兆した雨水，雪の塗：

量を試水量として用いることにした。第1表中の試水量の欄に※印の附してあるのは採

水量と試水量とが異なっている揚合で，無印のものは揉水量を全：量そのま払測定に使用

した場合である。

上記測定法には試水：量は100ccを標準とするよう指示してあるにかΣわらず，かよ

うに試水量を多くし，後には採水量の全：量を試水量としたのは，測定誤差を少なくする

ためと，擦水量の一部分を野水：量としてわかち取るときは，たとえよく水を振とうして

も上層部と下層部で往，婦こその敏射能の強さの異なることを認めたからである。また採

水量の全量を測定に罵いる時1こは，擦自用バットの底に附藩した微細な沈澱物を蒸留水

によって洗い：取り，測定用雨水に，加えることも可能であるからである。

　試承量を一定（例えば100cc）　1こしても同時刻における大雨の地方と小雨の地方と

の敏射能の強弱を正確に比較することは困難であり，また蒸留用容器に附着して逸失す

る放射国議質にもとつく誤差も蒸発乾野物の多少によって異なってくる。よって堅甲は

放射能の強さの比較ということよりも，むしろ当地方における一雨，一雨の：敏餐能の強

さをできる限り正確に測定することを目標としたのである。

　勤務時間中の降雨についてはなるべく降り始めから降り終るまでの降雨の全量を取っ

たが，長爾，強雨（長野地方では少ない）の時には採水野バットから雨水を溢れ出さな

いよう1こバヅトの半分程で採水を止めた．，また夜間の降雨を擦水するには退出前にバッ

トを擦水位置に置き，出勤直後にこれをとり入れた。第1表中の採取口時（期間）の欄

にある賢時（期間を示してある）は採水薦バヅトを採水位置に放置した期間を示す。し

たがって試水量として全量が用いてある揚合（無印）　は試水：量　（＝擦水量）　と弓取期
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問の長短から降雨の強弱が大休判断されるようになっている。なお降雨状況の概略は第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラ
1表の最後の採取揚所（備考）の欄に記入しておいた。

　この最後の欄に工学部屋根とあるは屋根に降った雨水を樋からとったもの，屋上とあ

るは工学部の屡根上に水平な糊定台を作り，その上に採水用バットをのせて採取したも

の，採水台とあるは工学部中庭の草原（塵埃を避けるため）に高さ7尺の採水台を作

り，その上にバットをのせて採卑したものである。また衛研，森本，佐藤などとあるは

長野県衛生研究所（妻科），森本宅（工学部から北方約3．5km），佐藤宅（工学部より

北西1km）などで採乾したものである。衛研は測定を依頼されたものであり，その他は

エ学部で採水でき’なかった揚合，あるいは予備的の意昧で擦増したものである。　なお

（上澄），（底部），など記入してあるのは採水をガラス製大型シリンダーに移し，その

上澄，底部を測定用墨水として採取したことを表し，（溝澄）　とあるは露華から擦聡し

たにもかかわらず，すでにそれまでに降った雨で爆根上の塵挨が洗い流されて，採水が

浩澄であり，その全量を試水量として用いたことを表す。

3．　測定用試水の蒸発乾固

　雨水または雪水を蒸発乾癬するには，最初試水量に応じた大型蒸発』Iしで蒸発濃縮し，

必要な汁飴には卿こ小型の蒸発皿に移して蒸発濃縮した後，科学研究所製のステンレス

の試料」皿に移し，赤泊礪モ電球によって蒸発乾固した。

　蒸発濃縮した試水を試料皿に移す際に蒸発」勲こ試料がβ付蒲残留するため，小量の蒸留

水で洗い，これを注意深く試料mしの乾二物の上に移し，再び赤外線憲球によって蒸発乾

園した。

4．　放射能の測定

　放射能の測定には科学研究所製32型敏射能計数装概（32進法）を用い，同所製測定台

の最上段に試料撒を響いた。この位澱で試料からGM計数管のマイカ窓までの距離は

13．5mmであった。

　第1表の放射能の強さの欄に示された測定値は自然計数，自然計数を含めた試料の放

射能計数を交五に20分間つつ測定し，前者は3圓または41珂，後者は2駆ぽたは3
　　　くヨ　
癒i｝測定し，後者の平均値より筆者の平均値を飛し引きたる繊（1）にGM管の内半径

（プm遼1），マイカ窓より試料までの距離＠mm），試料の煙りの大きさ（珊珊4mm）など

についての幾何学的補正を行ったものである。すなわちGM管の窓がその鞍下の試料

の帯心点に張る立休角を9，試料の塗りの大きさに対する補正を五％とすれば

睡1，盈乙⊥
　　　ρ　　澄

ω　降雨状況の詳細については長野測供所の記録によられたい。

（2〕ただし自然放射能検禺の目的でその放射能が急激に減衰する試料について測完した着干の場

　合については測定時鮒を短縮するために例外として1圓に比めた。
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なる式で計算したゴの値を放射能の強さとして表示しておいた。この測定においては乃

はつねに13．5m魚で，プは12mmであったが，4はその時六で異った。　GM管の内半径

グはマイカ窓の破損したものにつき測定し，正確を期した。

　以上の如く表中の測定値には幾何学的補正は施してあるが，ステンレスの試料釦しによ

る後方散乱，マイカ窓，空気などによる吸収．についての補正は行ってない。よって用い

たGM管のマイカ窓の厚さを表中にかxげておいた。

　測定に当っては計数装丁の作動，GM管の性能について科学研究所製放射能標準試料

（第30号，Ra　D＋Ra£）を用いてつねに検査した。その結果次のようなことが判明

した。

　GM管のプラトー検杏で，印加電圧を次第に上げて行くときは，第1図～第3図の笑線

油線で示すようにプラトーの初めの所で一つの海（計数の極大）がでぎる。逆に印加電

圧を高圧側より漸次．に下降するときは，この山がほとんど認められないか（第2図，第

3図点線曲線），　あるいは認められてもその山は電圧を上げて行った閉合よりも遥かに

小さい（第1図点線曲線）、　この竃圧を上げて行った二合と下げて行った揚合との二つ

のプラ1・一曲線が離れている位置の電圧を低い側から上げて行って印加するときは，放

射能計数の測定値が時間と共に変動して，その測定値は信用し難い。ところでGM管

の耐え得る範囲内での最高電圧を印加して10分から20分程度保持した後，議述の如く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
電圧を増加し，あるいは電圧：を降下してプラトー曲線をとると第4図の如くこれら二つ

のプライ・一曲線の間のへだたりは僅少となる。またプラ1・一の初の所に山を殆んど生じ

ない。この状態において測定するときは使用時間長諏こわたるも測定値に変化を生じな
（4）

い。

　この測定に罪する隈り，プラ1・一曲線の初めの所の山が顕著となり，電圧上昇，下降

の二つの附合のプラトー曲線の離れが大きくなることはそのGM管の寿命が終りに近

づいたことを意味するようセこ思われた（第2図参照）。第1表中の測定値の相互の比較

を困難にするにかxわらずGM管を度汝取替えざるを得なかったのはこのためであ

る9

5。　測定結果の考察

　昭郡29年5月21賢より昭和31年10月31日までにお㌧・て測定した雨および雪の放射能の

強さは第1表の第6欄に示される、、

　爾の二合は1リットル当りのcpmで，雪の三舎は1キログラム当りのcpmで表し

てある。

（3｝　この図の揚含は最初1，4GOボルトまで上げ，そのまま15分隅保持した後，90Gボルトあるい

　は1，350ボルトに下げ，測定を行ったものである。

㈲　GM管B－54620（第1図，第2騒）とGM管8－54367（第3図，第4図）とで同一標準試料に
　対して測定値が甚しく異なるのは，標準試料がRa　D十Ra　2であって，低エネルギーのβ線
　　を混入しているため，マイカ窓の厚さの違いが強く影響したのである。このことは標準試料か

　　らの放射線の販収曲線を詳紬にしらべることによって確めた。
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　表から直ちにわかることはアメリカ，あるいはソ連が核兵器の潮目をなした（あるい

はなしたと愚われる）日時に関連して雨，雪の放射能が増大していることである。例え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
ば昭和29年3月11ヨアメリカの実験（公表）と試料No，1～No．4の放射能，同年夏のソ
　　　　　　　　　　　　（6）
連笑験とNo。13の：放射’能，昭和31年3月申旬の終り頃におけるソ連の笑験とNo．20，

No．21の放射能，同年5月5口，同21日のアメリカの笑納（公表）とNo．33，　No．34お

よびNo．44の放射能，同年8月24日および8月30日のソ連の笑験（公表）とNo．77，

No．78およびNo．83～No。88の放射能などと閣係づけることができる。また試料No．

16～No．18の放射能もそれ以前に噂されたソ連の笑験と関係があると見られないこと

もない。

　しかしながらこの他にも本年7月23環から8月22肩にわたって放射能の強い雨が当地

に降っている。したがって何れの雨の放射能はどの核兵器笑験の結果であると断定を下

すことは本報告の資料程度を基礎にしては極めて危険であるといわねばならない。ただ

昭和29年，30年頃に比して本年7月下旬以降10月初旬までの長きにわたって慢性約に雨

水の放射能が強く，その原因がアメリカおよびソ達の核兵器毛裏にあることは認めざる

を得ない。というのはこれら雨水の放射能の減衰状態から見て，その一小部分は別とし

ても大部分は自然放射能とは認め難いからである。比較のために自然放射能を多く含む

ように呼水後なるべく短時間（約2時聞30分～3時閻30分）の後に測定を行った試料

No．35，　No．75，　No．80などセこおいては明らかにその放射能は他の試練こ比して最初は

急激に減嚢している。ただ同じ目的で測定した試料No．86では放射能減衰はゆるやか

である。

　こ壇こ興蛛のあるのはNo．56，　No．57，　No．58の試料の放射能が当地方としては異常

に強大であったことである◎放射能計数の最大を示したNo．56についてはその後引つ

づいてその減衰状態を測定している。その結果については第1表にかかげてある他の各

試料の減衰状：態の測定結果についての考察と共に後に報告する予定である。

　当地では上述の如く6月23日が最大を示したのであるが，6月2畑の隙こついては島

根，金沢，i織潟，福井などで強い放射能が観測されている。当地における同日のものは

試料No．54でやはり放射能は相当に強かった。

　本報告の測定を通じて，雨，雪の放射能の測定において擦水の方法によっては大きな

誤差の生ずることが判明した。第1表からも明らかに見られるが，雨水を屋根から採取

するときはその放射能は一般に強大となる。これは屋線の上に堆積した塵埃，それ以前

に降った雨，雲が自然蒸発した後の残留乾薗物などが灘合するためであると考えられる。

また採水球バヅトを1一週間程度地上からの塵埃をなるべく避け得る位置に敏置しておい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　くフ　
てもそれに降下附面した微細塵の放射能のために，それに受けた雨の：放射能は強大とな

⑤　当時は初期で採水法，蒸発乾固，測定などに不慣れのため，測定値の二桁以下は省略したり

（6）　この頃は降雨少なく，降下する塵埃について放射能の測定を行ったが，塵埃の放射能の強度

　もやはPこの頃は大になっていた（後：報予定）。

（の　降下した微細塵の放射能については甥に測定を行った。
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　　　　　（s）
ることがある。前後の関係から考察してこれら採水外海こよる影響が大きいと思われた

試料ならびにその測定値は第1表にかかげることを除外した。ただNo．16については

この影響を多少は老慮に入れなけれ1まならないが，天候の閣係でその影響は小さく，し

かもこの時期の試料が少ないので邸中に入れておいた。筆者の研究の結果によると一夜

程度の放置ではこの影響は現れない。また一夜程度の放置では蒸発による測定値への影

響も認められない。

第　　1　　表

長野地方における降雨，注油の放射能

（自重召禾［：29．5．21一至昭矛艮3L！0．31）
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G。M．計数管B－54188（マイカ窓の厚さ　3．9mg／cm2）を以下使用

・…圃5。擢昆、。3。．※総明21㌦
ノ’ ！ノ 5　22　p．2

・圃521．露。蚕⑳可lll・22　P・・

・i雨・522。，9一。．12…※…1・22P・・

　ぞP癒．1“…士学蔀匿痕
35x102　．　．　　　（上　　澄）

16×102 ～ノ

5x102

10＞く102

工学部
！’

三圃．巨．幽．墾廻※…1522P・5 10x102

5i雨｛66
6i雨…6～106

　　　ミ
烈魁114

　夜
a．8

！1　a．11

　夜

　450167P．2
1※烹0001　6　11　p．5

550　：　　6　　15　　p．4

・圃・翌夜1紳可621P・6
・． J1晦副※1…ヒ62・P・8
聴：629…1・3・．．1．

D…．

c・1P・7

615

43

212

工商部屋穣

＿（迩濁

工学’部屋上

衛　　研

！1

97

76

！’

1！

47 1’

’～iワ　　11

11　i…再　　6　　30　　a89．30

！ 7　3　p，3　②　　36

、7　　　1　　P．6　　　　1　　　　　57

！r

｛※・…i 1！

’！i・・i　・1　　…　1／i73P．4　⑨　22　　　’！
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（8）　特に小雨のときにはこの影響が著；大となるo
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（註）（1）表中採取日時の欄に1030　P．3～103ユ　a．9とあるは10月30日午後3蒔｝（採水用

　　　　バットを採取場所に二置き，　：乱0月3！日記箭9時にバットよη雨かくをとったことを表す。　a．

　　　　は廻国，P．は午後を表す。

　　②　放射能の強さの欄にある②③……⑤などの記号は放射能の減衰状態をしらべるために

　　　　一試料について測定した，その箪2同目皿3回目……第5圏臼の測定値であることを承す。

　　　（3）試料No．83を採取した前隅すなわち9月10日には台風12号が当地北方の日本海上を通過

　　　　したQ当地には降爾なしQ

　　（4）試料No．92を採取した9月27陵には台風15号が当地南方塗通過した。当地降雨。

　　（5）試料No．12，　No．13は岡じ柵下で同時刻頃の採水であるが，前者は採水用バットで，後

　　　者は最初の雨で屋根の塵埃難洗い流したと思われた頃樋よP採水せるもので，多少濁って

　　　　いた○

　　（6）試料No．21については，25ξi夜半よりの降雨で屋根の塵埃は充分洗）・流され，屋根よP

　　　採崩せるもメスシリンダーに入れラ透し見るも清澄で，沈澱物は皆無に見えたQ


